




















樹
漏
の
保
膏
寧

ゃんばるの新しい林鬱地図を作成
ゃんばるの森の林齢や施業履歴の記録を掘り
起こし、 地図を更新した。 航空機レーザー測
量（LiD組）の数値から、 広範囲の地形と林冠高
を把握した。 さらに、 施業履歴にない大径・老
齢の林分を空中写頁の判厩により抽出した。
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イスノキ 、,,•·

スダジイのどんぐり
トゲネズミ類をは

じめ多くの森林
動物の重要 な
餌となる。

纏濾危惧糧の回復のための林分配置の擾藁
オキナワトゲネズミの生息域から連統した老齢
林分を保全・育成して回廊とすることで、 老齢
林に依存するトゲネズミの回復を期待し、 赤丸
で囲んだ生息域から 、 連紐した老齢林分を繋げ
る回廊案を提案した。

出典：環壌省へのブロジェクト報告書より抜粋
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駒寓置径(cm)
鬱濶がある木とは
ゃんばるの森のスダジイやイスノキ
の大木は、 樹洞をもつものが多く、

絶滅危惧種のヤンバルテナガコガネ、

ケナガネズミなどの重要な繁殖木と
して利用されている。

出典：Takashima et al., 2021 より改変
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ヤンパルテナガコガネ
ゃんばるの限られた地域のみに
生息。 希少な固有種で、 開発で
樹洞のある老木・大木が減つたこ
とから数を減らしている。

オキナワトゲネズミ
沖編島、 奄美大島、 徳之島のそ
れぞれに固有のトゲネズミが喜
らしている。

ヤンパルクイナ
1981年に 1 世紀ぷりに鳥類の新
種としてみつかった。 日本で唯
ーの飛べない野生の鳥。

沖縄島北部

沖縄島の北部に広がるやんばるの森は、国内最
大級の熱帯多雨林で、与那覇岳や西銘岳などの
山々が連なり 、 最深部にはイスノキの大木が育
つ原生的な森が広がる。 それら大木の樹渭は、

多様な生物の営巣の場として利用されているこ
とが、森林総研の調査などからわかっている。

か
ら
森
と
共
存
し
て
生
き
て
き
ま
し
た。

た
と

え
ば、

ノ
グ
チ
ゲ
ラ
は
地
上
で
も
エ
サ
を
採
る

キ
ッ
ツ
キ
の
仲
間
で、

や
ん
ば
る
の
森
に
だ
け

生
息
し
て
い
る
希
少
種
で
す。

ま
た
1
9
8
1

年
に
新
種
と
し
て
発
見
さ
れ
た
飛
べ
な
い
鳥
の

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や、

渡
り
を
行
わ
ず
一

年
中

ゃ
ん
ば
る
の
森
に
留
ま
る
固
有
種
の
ホ
ン
ト
ウ

ア
カ
ヒ
ゲ
も
生
息
し
て
い
ま
す。

山
々
の
連
な
る
森
の
最
深
部
に
は
原
生
的
な

森
が
残
り、

こ
の
森
な
ら
で
は
の
多
様
な
生
物

が
暮
ら
し
て
い
ま
す。

オ
キ
ナ
ワ
セ
ッ
コ
ク
は、

樹
上
に
生
育
す
る
着
生
ラ
ン
で、

大
き
く
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
固
有
種
で
す。

森
林
伐
採
と

乱
獲
に
よ
っ
て
激
減
し、

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す。

森
林
総
研
の
調
査
で
は、

戦
後
に
皆
伐

さ
れ
な
か
っ
た
老
齢
林
だ
け
に
生
育
し
て
お
り、

着
生
す
る
宿
主
（
着
生
木）

と
し
て
イ
ス
ノ
キ
の

大
木
を
強
く
好
む
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す。

絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
オ
キ
ナ
ワ
ト
ゲ
ネ

ズ
ミ
の
分
布
は、

島
の
最
北
部
の
マ
ン
グ
ー
ス

の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
老
齢
林
が

広
が
る
地
域
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た。

米

軍
北
部
訓
練
場
返
還
地
内
の
老
齢
林
に
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し

て
い
た
オ
キ
ナ
ワ
ト
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マ
ン
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ー

ス
の
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伴
っ
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絶
滅
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あ

り
ま
し
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近
年、

マ
ン
グ
ー
ス
対
策
の
進

展
に
伴
い
分
布
を
回
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し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た。

老
齢
林
に
多
い
大
木
に
は、

樹
洞
も
多
く、

そ
の
他
の
希
少
な
哺
乳
類、

昆

虫
頚、

鳥
頚
が
営
巣
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
こ
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